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グローカルリーダーに求められる

確かな学力の育成

～情報活用能力の育成～（1年次）

1 テーマ設定の理由



【学校教育目標】

グローカルリーダー（Think globally, act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち，人や社会と豊かに関わり，

自己を磨き合う子どもの育成～

〔学びに向かう力・人間性等〕
○グローカルな視点を持ち世界やふるさとに貢献できる人間性の涵養

〔思考力・判断力・表現力等〕
○未知の状況にも対応できる思考力，判断力，表現力の育成

〔知識・技能〕
○生きて働く知識・技能の習得

附属刷新プランH26.1.31

１ グローバル人材の育成

1 テーマ設定の理由



グローカルリーダーに求められる

確かな学力の育成

～情報活用能力の育成～（1年次）

1 テーマ設定の理由



【社会からの要請】1 テーマ設定の理由



次期教育振興基本計画
中教審答申R5．3．8

【社会からの要請】1 テーマ設定の理由



【児童の実態】

○R4年度全国学力状況調査
・知・技 …国語89.9%、算数84.8％
・思・判・表 …国語79.9%、算数78.5％

1 テーマ設定の理由



附小ビジョン ９マトリクス

 

育成を目指す資質・能力 知（確かな学力） 徳（豊かな心） 体（健やかな体） 

知識・技能 言語能力 礼儀 持久力 

思考力・判断力・表現力 情報活用能力 公共 自己認知力 

学びに向かう力・人間性 調整力 寛容 自律 

「小学校学習指導要領解説 総則編ｐ７」
（３）総則改正の要点
・言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能
力や，現在的な諸課題に対応して求められる資質・能力を教科横断的な視点に
基づき育成されるよう改善した。

1 テーマ設定の理由
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グローカルリーダーに求められる

確かな学力の育成

～情報活用能力の育成～（1年次）

○R4年度全国学力状況調査
・知・技 …国語89.9%、算数84.8％
・思・判・表 …国語79.9%、算数78.5％

【学校教育目標】

【児童の実態】【社会からの要請】

グローカルリーダー（Think globally, act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち，人や社会と豊かに関わり，

自己を磨き合う子どもの育成～

1 テーマ設定の理由



1 テーマ設定の理由

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは

3 具体的な取組に向けて



「教育の情報化に関する手引－追補版－（令和2年6月）」

《情報活用能力》
情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な力

「小学校学習指導要領解説 総則編ｐ７」
（３）総則改正の要点
・言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等の学習の基盤とな
る資質・能力や，現在的な諸課題に対応して求められる資質・能力
を教科横断的な視点に基づき育成されるよう改善した。

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは



「小学校学習指導要領解説 総則編ｐ48」
（１）学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の(1)）

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは



情報活用能力

情報及び情報機器を適切かつ効果的に活用しながら

「I問題を発見」し，「Ⅱ問題を解決」する

プロセスで育成される

イ 情報活用能力

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付
きとして捉え，情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用し
て，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしてい
くために必要な資質・能力である。

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは



2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは
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2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは



2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは



情報及び情報機器を適切かつ効果的に活用しながら

「I問題を発見」するプロセス

「Ⅱ問題を解決」するプロセス



【討議の柱（仮説）】
Ⅰ ねらいへと向かわせるための，めあ
て・課題の位置付け方（問題を発見）

Ⅱ ねらいに迫る手立ての効果
（問題を解決）

情報活用能力育成のプロセス
情報及び情報機器を適切かつ効果的に活用しながら

「I問題を発見」し，「Ⅱ問題を解決」する

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは
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2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは



【討議の柱（仮説）】
Ⅰ ねらいへと向かわせるための，めあ
て・課題の位置付け方（問題を発見）

Ⅱ ねらいに迫る手立ての効果
（問題を解決）

情報活用能力育成のプロセス
情報及び情報機器を適切かつ効果的に活用しながら

「I問題を発見」し，「Ⅱ問題を解決」する

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは



1 テーマ設定の理由

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは

3 具体的な取組に向けて



①各教科で育成を目指す資質・能力との関係
→授業者は何を目指して授業を行うのか？

②各教科の県の重点課題との関係
→事後研で何について話し合うのか？

実際の授業づくり・研究に向けた関係整理

3 具体的な取組に向けて



①各教科で育成を目指す資質・能力との関係

体育科 ボール運動 ゴール型 「バスケットボール」
単元を通してつけたい力（資質・能力）
「パスを受けるためのボールを持たない時の動き（技）」

ゲームの後

Ⅰ ねらいへと向かわせるための
めあて・課題の位置付け方

Ⅱ ねらいに迫る手立ての効果

課題
パスを受けるためにどう動けば良いか

課題の解決に向けて
「目指した動きを自分たちができているかな？」

3 具体的な取組に向けて



算
数

①数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える
資質・能力を明確にした単元及び授業を構想すること。
②授業のねらいに則した評価規準及び評価方法を適切に設定すること。
③資質・能力の育成に向けて１人１台端末を効果的に活用すること。

②各教科の県の重点課題との関係

【討議の柱】
Ⅰ ねらいへと向かわせるための，めあて・課題の位置
付け方（問題の発見）

Ⅱ ねらいに迫る手立ての効果（問題の解決）

3 具体的な取組に向けて
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